[bookmark: _GoBack]課題提案書作成要領
（e-Radにアップロードする際、本要領は削除してください）これは実証研究タイプ（上限1,000万円）の課題提案書様式です。

· 試験研究タイプ第1回公募、第2回公募の課題提案書様式ではありませんので、ご注意ください。


（1）申請に必要な書類
別添の課題提案書様式に直接入力して作成してください（作成に当たってはゴシック体もしくは明朝体を使用し、赤字で記載している説明文･注意書きは削除してください）。
提出書類は全てe-Radにより提出（アップロード）していただきます（郵送不要）。締切直前はシステムが混雑しますので、余裕をもって申請してください。

（2）課題提案書様式について
それぞれの様式に記載されている説明文･注意書きをよく確認のうえ、作成してください。

	様式名
	内容
	提出要否

	様式1　基本情報
	課題名、研究代表者等の情報を記載
	必須

	様式2　研究開発の内容
	申請課題の内容、目標と研究開発内容、実施体制、研究開発費などを記載
	必須

	様式3　コーディネータ等橋渡し人材、企業担当者の見解
	本申請課題を取り巻く情報について、コーディネータ等橋渡し人材、企業における事業化を担当する者の見解を記載
	必須

	様式4　倫理面への配慮につ
いて
	倫理面への配慮が必要な研究の該当有無、および該当する場合の対策等を記載
	必須
(該当無でも提出は必須)

	様式5　研究費の応募・受入等の状況・エフォート

	A-STEP機能検証フェーズ以外のJSTが実施する研究支援事業等、およびJST以外の機関が実施する助成金等の事業への応募・実施の状況を記載
	必須


	別紙1　特殊用語の説明
	課題提案書内で用いた専門用語、特殊用語等について簡単に説明
	該当する場合のみ

	別紙2　研究開発期間を延長する理由
	研究開発の性質上、研究開発期間を延長して申請する場合、その理由を記載
	該当する場合のみ



（3）提出にあたっての注意事項
1. 「e-Radによる提出」締切は公募要領「2.1募集期間及び公募要領について」をご覧ください。締切直前はシステムが混雑する可能性がありますので余裕をもって申請してください。
1. 全ての提案書等について、期限を過ぎた場合には一切受理できませんので御注意ください。
1. 締切の少なくとも2週間以上前にe-Radへの登録（申請者及び所属研究機関の登録が必要）を済ませてください。
1. 提出書類は全て、e-Radにアップロードして下さい（郵送、持参、FAX及び電子メールによる提出は受付けられません）。
1. 誤って郵送された場合も受理しません。発送者への連絡・返却は行わず、機密文書として処分致します。
1. 申請にあたっては、必ず研究開発に参画する全ての機関の事前了解を得ておいてください。なお、大学等において知的財産関連部門・産学連携関連部門等が設置されている場合は、当該部門の了解も得ておいてください。
1. 研究代表者が課題提案書を取りまとめて申請を行ってください。橋渡し人材、企業担当者からの申請は受け付けません。
1. 課題提案書作成にあたっては、様式を参考に簡潔かつ要領良く作成してください。また、課題提案書は、印刷物をスキャナー等で取り込むのではなく、WORDからPDFへの変換処理をして下さい。PDF変換は必ずe-Radの機能を使用して行って下さい（参照マニュアル：研究者向けマニュアル「７．その他編　7.7PDF変換」）。（e-Radにアップロードできる最大容量は10MBです）
1. 課題提案書には下中央に通し頁（－１－）を付けてください。
1. PDFファイルには印刷制限・コピー制限などのセキュリティ設定を行わないでください。
1. 必須としている提出書類に不足・不備がある場合は要件不備となり形式審査で不採択となることがあります。
1. 締切後、提出いただいた書類の返却、差し替え、追加、変更等には一切応じられません。なお、非公開の内容を含めて、JSTのフォローアップなどの活動やJST内他事業への情報提供に利用させていただきますが、秘密保持については厳守いたします。


（様式1：基本情報）
研究成果展開事業　研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）
機能検証フェーズ　実証研究タイプ
課題提案書
	研究開発課題名
	

	研究開発期間
（注1）
	□　平成30年12月20日～平成31/2019年12月31日（1年）
□　平成30年12月20日～平成32/2020年3月31日（1年3ヶ月）※
※期間延長申請（別紙2）必須

	分野
	※e-Radの研究分野(主)で指定した分野を記載してください


	研究の内容
	※e-Radの研究分野(主)で指定した研究の内容を記載してください


	キーワード
	※e-Radの研究分野(主)で記入したキーワードを記載してください



＜研究代表者情報＞
	研究代表者氏名
（注2）
	（フリガナ）
	

	
	（漢字等）
	

	所属機関名
	

	部署名
	

	職名
	


＜コーディネータ等橋渡し人材情報＞
	[bookmark: _Hlk500748679]コーディネータ等橋渡し人材氏名
（注3）
	（フリガナ）
	

	
	（漢字等）
	

	所属機関名
	

	部署名
	

	職名
	


＜企業担当者情報（非公開）＞
	企業担当者氏名
（注4）
	（フリガナ）
	

	
	（漢字等）
	

	所属機関名
	

	部署名
	

	職名
	

	企業情報

	業種（注5）
	

	従業員数
	　　　　　　　　名
	資本金
	



（注1） 研究開発期間はどちらかを選択してください。研究開発開始は平成30年12月20日（選考手続き等により前後する場合があります）、研究開発期間は原則１年間を想定してください（選考手続き等により変更になる場合があります）。延長を希望する場合は、理由書（別紙2）が必要です。
（注2） 大学等が複数参画することは可能ですが、申請者となるのは大学等の代表機関1機関です。
（注3） コーディネータ等橋渡し人材は、本申請課題を、事業化に向けて、継続的に支援できる役割を担う人材のことです。研究開発期間中から事業化に向けた調整・進捗管理などを行うことで、事業化に向けた取り組みを促進していただきます。例えば国・地方公共団体・非営利団体・公的機関・大学等・企業に所属しているコーディネータ、リサーチ・アドミニストレーターの他、事業化を目指す企業担当者が該当します。該当者がいない場合は、マッチングプランナーが橋渡し人材を担うことができます。
（注4） 企業が複数参画することは可能ですが、代表となる企業1社の情報を入力してください。
（注5） 公募要領P132の業種表より選択してください。


（様式2：研究開発の内容）

１　課題概要
	（注）
※ 当該研究開発課題の概要を、300字以内で記載してください。
※ 図、表の使用は不可です。
※ e-Rad申請の「研究目的」「研究概要」の入力欄には、本項目をそのまま転記してください。











２　申請課題の内容
　　※(1)～(6)までで6ページ（A4）程度にまとめてください。
 (1)企業が解決したい技術的課題
	（注）
※　企業担当者が記載してください。
※　企業において製品・サービスの事業化に向けて、大学等のシーズを用い、協働で解決すべき、あるいは、確立すべき技術要素を具体的に記載してください。















(2)技術的課題の解決により、期待される波及効果
	（注）
※　企業担当者が記載してください。
※　技術的課題の解決により、将来的に期待される事業化の可能性、社会的・経済的波及効果を市場規模、事業規模、達成時期を含め詳細に記載してください。














(3)技術的課題の解決に資する大学等の研究成果と本提案で取り組む内容（記載者：　　　　）
	（注）
※ 研究代表者あるいはコーディネータ等橋渡し人材が記載してください。
※ 記載者欄に「研究代表者」あるいは「橋渡し人材」のいずれかを記載してください。
[bookmark: _Hlk508817075]※ 企業の技術的課題を解決する可能性が見込まれる大学等の研究成果（本申請による研究開発の基礎となる大学シーズ）と本提案で取り組む内容について具体的に記載してください。
※ 「解決・確立すべき課題（研究テーマ）」についても記載してください。















(4)研究代表者による申請課題の研究開発に関する実績
	論文発表の有無
	· 有　　
· 無
	※ 「有」の場合、代表論文3件までを記載してください。
記載例）
「題名、著者、雑誌名　発行号、ページ、発行年」


	出願特許の有無
	· 有　　
· 無
	※ 「有」の場合、代表的な特許（実施可能なもの）3件までを記載してください。
記載例）
「発明の名称、特願○○○○-******、出願日○○○○/××/△△、発明者、出願人、ステータス（審査請求中・登録済みなど）」



	本課題に対する研究の経歴
	












	比較項目
	本研究開発期間終了後の技術（1年後）
	将来的に確立を目指す技術
	・・・・・・・
	・・・・・・・
	・・・・・・・

	①質量
	・・・g
	・・・g
	・・・g
	・・・g
	・・・g

	②●●率
	・・・％
	・・・％
	・・・％
	・・・％
	・・・％

	③・・・
	○
	◎
	○
	△
	×

	④・・・
	
	
	
	
	

	＜比較項目の説明文＞
1. ・・・・・・・・
1. ・・・・・・・・
1. ・・・・・・・・
1. ・・・・・・・・


 (5)申請課題の独創性（新規性）および技術の優位性 （記載者：　　　　）
	（注）
※ 研究代表者あるいはコーディネータ等橋渡し人材が記載してください。
※ 研究代表者、コーディネータ等橋渡し人材、および企業担当者が協働で記載内容を検討してください。
※ 記載者欄に「研究代表者」あるいは「橋渡し人材」のいずれかを記載してください。
※ 本提案の研究開発終了後（1年後）に確立を目指す技術、将来的に確立を目指す技術と既存技術や競合技術との比較表を作成してください。比較表の比較項目等は適宜変更してください。
※ 比較表の各項目について、申請課題の独創性（新規性）および優位性について、データ等を用いて具体的に記載してください。
















(6) 本研究期間終了後の事業化に向けた構想（記載者：　　　　）
	（注）
※　企業担当者あるいはコーディネータ等橋渡し人材が記載してください。
※ 研究代表者、コーディネータ等橋渡し人材、および企業担当者が協働で記載内容を検討してください。
※  記載者欄に「企業担当者」あるいは「橋渡し人材」のいずれかを記載してください。
※　本研究期間が終了した後の、研究開発計画、企業における事業化に向けた取り組み、推進方策（外部資金の獲得、共同研究契約の締結等）など、現在の構想をできるだけ具体的に記載してください。


1) 企業での事業化に向けた構想
 



2) 企業での事業化に向けた構想の推進方策











３　研究開発目標と研究開発内容
　　研究開発期間（原則、1年間）で達成しようとする研究開発目標及び内容について記載してください。
　　※(1)～(2)までで4ページ（A4）程度にまとめてください。
 (1) 研究開発目標
	（注）
※ 研究代表者が記載してください。
※ 企業が抱える技術的課題の解決の可能性が判断できる事項を明示した目標を設定し、記載してください。
このとき、評価解析すべき実験データの概要を定量的な数値（実験データ）、満たすべき性能（機能、精度、信頼性など具体的に）をあわせて示してください。
※ 研究開発期間を通じて確保すべきと考える知的財産権、ノウハウ等の構想を記載してください。
























A-STEP機能検証フェーズ
実証研究タイプ（上限1,000万円）

-1-

 (2)研究開発内容・実施スケジュール等

	（注）
※ 研究代表者が記載してください
※　(1)の研究開発目標達成のための、実施項目ごとの具体的な数値等の目標、実施スケジュール等を記載してください。
※　線表の横幅は適宜変更頂いて構いません。
※ 申請課題で実施する研究開発内容を、目標達成のための問題点とその解決策に言及しつつ実施項目ごとに記載してください。
※ 問題点に関しては、解決できなかった場合に目標の達成が左右されることになるポイントを抽出して記載してください。
※ 解決策には、その方法により目標が達成できることが理解できるよう、現状と目標を対比して記載してください。
※ 他の大学等、企業等が参画し、共同研究を行う場合は共同研究者の役割等について記載してください。


	実施項目
・マイルストーン
	数値目標等
	実施機関
	H30年度
	H31/2019年度

	(1) ○○○○○○○
· △△△の収集
· ×××の確立
· ○○解析
	
	
	
	

	（2）●●●●●●
・　●●●の確立
· ×××
· △確認
	
	
	
	

	(3) □□□□□□
· □□□の確立
· ×●□の確立
· 解析
	
	
	
	








1. 実施項目(1)　○○○○○○○
実施期間：○年○月～○月

1. 実施項目(2)　●●●●●●
実施期間：○年○月～○月

1. 実施項目(3)　 □□□□□□
実施期間：○年○月～○月




４　実施体制
	（注）
※ 本研究開発に主体的に関わる人員を記載ください。枠が足りない場合、適宜枠を追加してください。
※　アドバイザーのような研究開発に直接的に関わらない方は記載する必要はありません。
※　エフォートとは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100%とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（%）」に従って記載してください。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育･医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。学生、企業の担当者が参加する場合はエフォートを記載する必要はありません。


	氏名
	所属機関･部署･役職
	本課題において担当する内容
	エフォート（%）

	
	××大学
大学院△△研究科　教授

	 例）研究代表者

	1～100


	
	××大学
大学院△△研究科　ポスドク

	 例）～の分析

	1～100


	
	株式会社　□□
※※研究センター

	 例）～の試作と評価

	











５　研究開発費
(1) 委託研究開発費（JST支出分）の合計 （単位： 千円）※上限1,000万円
	（注）
※ 人件費・謝金は原則として、直接経費の総額（全研究開発機関の合計）の50％以内。



	項目
	平成30年度
	平成31/2019年度
	合計

	Ⅰ　物品費
	
	
	

	Ⅱ　旅費
	
	
	

	Ⅲ　人件費・謝金
	
	
	

	Ⅳ　その他
	
	
	

	直接経費（Ⅰ～Ⅳ）小計
	
	
	

	間接経費
	
	
	

	合　　　計
	
	
	



 (2) 委託研究開発費（JST支出分）の機関毎の内訳
	（注）
※ 大学等、企業等が複数ある場合は機関ごとに下記の表を追加してください。
※ 参画機関の合計額が(1)委託研究開発費の合計と一致することを確認してください。
※ 各項目全て千円未満の端数が発生した場合は、切り捨てて千円単位で記載してください。
※ 物品費：ニーズ元企業、参画機関からの物品の調達には利益排除が必要です。試作品作製の外注は物品費として計上してください。
※ 人件費・謝金：大学等で雇用するポスドク、研究補助員の従事率に応じた人件費等。
※ その他：上記の他、当該委託研究開発を遂行するための経費
※ 間接経費：原則として直接経費の30%を上限として間接経費を措置します。
　　  　　間接経費は間接経費率を各研究開発機関の事務担当者に連絡の上、記載してください。 










【機関名：　　　　　　　　】
	費目
	金額（千円）
	主な使途

	
	平成30年度
	平成31/2019年度
	

	



直
接
経
費
	物品費（設備備品費）
	0,000
	0,000
	・
・

	
	物品費（消耗品費）
	0,000
	0,000
	・
・

	
	旅費
	0,000
	0,000
	・
・

	
	人件費･謝金
	0,000
	0,000
	・
・

	
	その他
	0,000
	0,000
	・
・

	
	小計
	0,000
	0,000
	---

	間接経費（●％）
	0,000
	0,000
	---

	合 計
	0,000
	0,000
	---







６　その他記載事項（任意）
	（注）
※ 1ページ（A4）以内にまとめてください。
※本申請に当たっての特記事項があれば記載してください。
※ 空欄でも可








（様式3）
コーディネータ等橋渡し人材、企業担当者の見解

作成者：　
所属：　
役職：
	（注）
※ 1ページ（A4）以内にまとめてください。
※　コーディネータ等橋渡し人材あるいは企業担当者が記載してください。
※　様式2までに記載されていない本申請課題を取り巻く情報について自由に記載してください。
（例えば、地方自治体、文部科学省、経済産業省の施策との連携、企業ニーズ（企業が抱える技術的課題）と大学シーズの関係性、企業担当者・橋渡し人材が担う役割など）











（様式4）※ 1ページ（A4）にまとめてください。
倫理面への配慮について
	倫理面への配慮が必要な研究
	□　該当する　・　□　該当しない

	※　研究計画を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続が必要な研究に該当するか否かをチェックし、該当する場合はどのような対策と措置を講じるのか記載してください。（公募要領5.20～5.23参照）
























（様式5）
研究費の応募・受入等の状況・エフォート

	（注）
※ 各項目全て千円未満の端数が発生した場合は、切り捨てて千円単位で記載
※ 研究代表者及び共同研究開発機関の研究開発担当者について記載してください。
※　平成30年度の研究経費については該当者本人が受給する金額を記載してください。
※　複数ある場合は、枠を適宜追加してください。


（１）応募中の助成金等
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割(代表・分担の別)
	平成30年度の研究経費

(期間全体の額)
(千円)
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	応募結果判明時期

	【本応募研究課題】

（H  ～H　 ）
	
	代表
	

（　　　）
	
	


	

	


	
	
	

（　　　）
	
	


	



（２）本年度実施中の助成金等
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）

	研究課題名
（研究代表者氏名）


	役割(代表・分担の別)
	平成30年度の研究経費

(期間全体の額)
(千円)
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由


	


	
	
	

（　　　）
	
	



	


	
	
	

（　　　）
	
	





（３）その他の活動　　　エフォート：　　　％




（別紙1）※該当する場合のみ提出
特殊用語等の説明

	用語等
	説　明

	


	※ 本課題提案書で使用している業界用語、専門用語及び略号等の特殊用語のうち、研究を総合的に理解する上で必要と思われるものについて、わかりやすく、簡単に説明してください。


	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	






（別紙2）※該当する場合のみ提出
　　　　　 　※1ページ(A4)程度にまとめてください。
研究開発期間を延長する理由
	（注）
※　研究開発期間を延長して申請する場合のみ提出してください。
※　研究開発期間の延長は動植物を取り扱う研究開発など、研究開発の性質上、やむを得ない理由がある場合に限り認められます。審査結果によっては1年間を前提とした採択となることもあります。
※　研究開発期間の延長を希望する理由を明確に記載してください。







